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令和８年度 第 34回全日本マスターズハンドボール豊田大会 

（交流型及び順位決定型の部）大会要項  

 

楽しもうハンドボールの魅力をいつまでも‼ 

 
１ 趣 旨  平成 23 年 6 月 24 日に公布された「スポーツ基本法」の精神（スポーツは世界

共通の人類の文化・心身の健康の保持増進にも重要な役割を果たす・健康で活力に

満ちた長寿社会の実現に不可欠である。）は、本年度で 34 回を迎える本大会がハ

ンドボールを通して具現化しようとしてきた趣旨に合致するものです。 

       また、令和７年６月に改正され従来の「する・見る・支える」に加え「集ま

る・つながる」が基本理念に追加され、スポーツを「人を幸せにする社会的イン

フラ」としての位置づけとなりました。 

これまでの歩みに自信と確信をもち、わが国のハンドボールの更なる発展と普

及、ハンドボーラーのスポーツライフ充実を願って開催するものです。 

       具体的には大会への主体的な参加「すべてを参加者の手作りで」を基本理念と

し、会場準備、ゲーム進行、レフェリー担当等々に最大限の責任を果たし、参加

者各人が寛容の精神を持ち、大会全てを楽しむことです。 

 

２ 主 催 

  （公財）日本ハンドボール協会 

 

３ 主 管 

（公財）日本ハンドボール協会マスターズ専門委員会 

全日本マスターズハンドボール連盟 

全日本マスターズハンドボール豊田大会実行委員会 

  （一社）愛知県ハンドボール協会  豊田市ハンドボール協会 

 

４ 後 援 

愛知県、（公財）愛知県スポーツ協会、豊田市、豊田市教育委員会、 

（公財）豊田市スポーツ協会、（株)中日新聞社、 

 

５ 協 賛 

  （株）モルテン、名鉄観光サービス（株）、新日本印刷（株）、霧島酒造（株） 

  （公社）愛知県柔道整復師会、（一社）キネシオテーピング協会 

 

６ 期 日 

  令和８年７月 10 日（金）～７月 12 日（日） 

＜11 人制＞   会場確保ができないため中止 

  【 代替 】７月 10 日（金）11 人制が開催不可につき交流戦を開催します。 
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但し、会場準備に参加できる方のみとさせていただきます。 

参加者は、午前 9 時 30 分集合しスカイホール豊田の会場準備の後、 

交流試合を 14 時頃まで行います。 

＜７人制＞ ７月 11 日（土）  ９時～17 時 

７月 12 日（日）  ９時～13 時終了予定 

 

７ 会 場 

（１）開会式、競技運営委員会及び全日本マスターズハンドボール連盟総会 

  ７月 10 日（金）16 時～18 時    スカイホール豊田 大会議室 

豊田市八幡町１－２０   0565-31-0451 

（２）会場設営 

７月 10 日（金）９時 30 分～   スカイホール豊田 

（３）懇親会 ７月 11 日（土） 19 時から 

        ＊会 場     名鉄豊田ホテル 

＊会 費    9,000 円 

（４）７人制大会会場 

① スカイホール豊田（7 月 11 日、12 日）メインホール（３面） サブホール（１面）  

  豊田市八幡町１－20－20      0565-31-0451 

② 豊田市松平体育館（７月 11 日）  １面 

  豊田市九久平町簗場 31－25     0565-58-4500 

 

８ 参加資格 

（１）大会趣旨の大会運営に最大限の責任を果し、寛容の精神をもって大会を楽しめる方。 

（２）男女とも年齢制限を設けます。 

男子は 1987 年４月１日生以前の方。女子は 1992 年４月１日生以前の方。 

（申込年齢については、令和 8 年度の年齢を記入してください。満年齢ではありません） 

（３）参加者は、原則（公財）日本ハンドボール協会にマイハンドボールによるマスターズ登録

をしているものに限ります。登録された方は、申込書に ID 番号を記入してください。 

   但し、マイハンドボールによる登録ができない場合には、従来通りの徴収をします。 

（４）全日本マスターズハンドボール連盟に登録（大会参加料とともに徴収します）をしている 

者に限ります。 

（５）傷害保険加入している方。（15 傷害保険参照） 

（６）体調に不安のある方の参加は、お控えください。 

 

９ 試合方式 

（１）上記大会趣旨に沿って、参加するチームを下記のグループに分類してゲームを実施しま

す。 

（２）試合方式及び試合時間は、参加チーム数に合わせてトーナメント方式やリーグ戦方式な

どを検討し、各チ－ムが３～４ゲーム行えるようにします。 

（３）グループ分け及び組合せについては、大会本部で行います。 
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10 参加制限   

上記グループ間の参加制限は、下記のとおりとします。  

   今大会は、競技Ⅰ（交流型）及び競技Ⅱ（順位決定型）の大会です。 

グループ Ⅰ Ⅱ 男女混合チームの可・不可 

Ⅰ  交流型 
 

 ×  男子の部のみ混成を認める 

Ⅱ 順位決定型  × 
 

 男女とも混成は認めない 

 

※交流型と順位決定型の重複参加は不可とする。 

（１）競技Ⅰ（交流型） 

   いつまでもプレーを続け、ゲームという緊張感を楽しむグループの交流です。 

（２）競技Ⅱ（順位決定型） 

   競技Ⅰ(交流型)と同様にレクレーションスポーツであるが、勝敗に拘りを持つ大会 

 

11 参加人数   

（１）役員は監督、２名のゲーム責任者及び３名の審判員とします。 

（２）参加者は１チーム 20 名までとします。（役員は交流型参加者を兼ねることができま

す） 

（３）個人申込者のチーム所属については、大会本部の調整によるものとするが、申込者の希

望も受け入れます。 

 

12 競技運営 

（１）参加チームはチーム責任者・ゲーム責任者及び審判員３名を申込書に必ず明記してくだ

さい。 

この５名は競技運営が円滑に行えるように協力してください。 

（２）指定されたゲームの運営は各チームで行うので、組み合わせ表・審判割り当てを必ず確

認してください。 

（３）３審制審判について 

全日本マスターズハンドボール大会の審判は、３審制を採用しています。この３人の審

判員は、５分間を目安にローテーションをしながらセンターレフリーとゴールレフリーの

役割を果します。 

   笛及び審判着またはこれに代わる着衣を必ず各チームでご用意ください。 

なお、審判に対する暴言は、即時退場になります。 

     審判員は、経験及びスキルを考慮した人選をお願いします。 
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13 申込方法 

  下記の各締切日までに手続きをしてください。 

それ以降の受け付けは出来ませんのでご了承ください。 

チーム参加申込み締め切り 令和 8 年 ５月 24 日（日）    

メンバー変更締め切り   令和 8 年 ６月  ７日（日） 

※参加申込書は、別紙様式により作成したものを下記の機関に、e-mail にて送付してくだ

さい。 

☆ 全日本ハンドボール連盟実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会参加申し込み後の出場辞退の対応について 

 

 ※組合せ等の準備もありますので 令和８年６月７日（日）迄に申込先へ連絡お願いしま

す。 

 

14 参加料等 

（１）大会参加料 

① 日本ハンドボール協会のマイハンドボールによる登録のある方 

   

申込先 全日本マスターズハンドボール連盟実行委員会 

 

   e-mail  ： j.masters.handball@gmail.com 

    

 

連絡先 

 

（公財）日本ハンドボール協会 指導普及本部 マスターズ専門委員会 

全日本マスターズハンドボール連盟 

 

   委員長 安藤 孝  携帯電話：090-3445-7303 
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 参加グループ 大会参加料 全日本マスターズ連盟登録費  日本ハンドボール協会登録費 合計（１名当り） 

参加者 
競技Ⅰのみ参加 3,000 円 1,000 円 0 円 4,000 円 

競技Ⅱのみ参加 3,000 円 1,000 円 0 円 4,000 円 

② 日本ハンドボール協会のマイハンドボールによる登録のない方は、以下のとおりです 

 

 

 参加グループ 大会参加料 全日本マスターズ連盟登録費  日本ハンドボール協会登録費 合計（１名当り） 

参加者 
競技Ⅰのみ参加 3,000 円 1,000 円 2000 円 6,000 円 

競技Ⅱのみ参加 3,000 円 1,000 円 2000 円 6,000 円 

 

上記の大会参加料及び登録料の合計を【令和８年６月７日(日)】迄にチーム分一括して、以下

の金融口座に振り込んでください。 

 

 

 

＜振込口座＞ 

ゆうちょ銀行 口座 記号 １２０４０ 番号 ２６０３５７２１ 

名義 全日本マスターズハンドボール連盟 

           ゼンニホンマスターズハンドボールレンメイ 

 

 他銀行から振込む場合 

        店名 二〇八（二ゼロハチ） 店番 ２０８ 

        口座番号 ２６０３５７２ 

        名義 全日本マスターズハンドボール連盟 

           ゼンニホンマスターズハンドボールレンメイ 

 

 

（２）メンバー変更締め切り日【令和 ８年６月７日（日）】以降の変更に対し、大会参加料及

び各種登録費は返却いたしませんのでご注意ください。 

（３）役員も参加料が必要です。但し、役員と選手を兼ねる場合は 1 名分とします。 

 

15 傷害保険 

    第８項 参加資格（５）により、参加するチームの全構成員は、大会期間中の傷害保険に

加入が必要条件となります。実行委員会は傷害保険の斡旋を行いません。 

各チームが責任もって加入するようお願いします。 

 

16 宿泊・弁当 



6 

 

希望される場合は、必ず別紙「宿泊要項一式」により指定業者に申し込んでください。 

 

 

17 その他  

（１）試合球     男子  モルテン   Ｈ3 

             女子  モルテン   Ｈ2 

 

（２）シューズ   屋外用と屋内用を必ず区別してください。 

 

（３）松ヤニ    松ヤニ・松ヤニスプレー等は使用禁止です。 

（両面テープは使用可） 

 

（４）ユニフォーム 濃淡 2 色を 2 着以上用意し、同一番号を不可とします GK と同一色にし

ないでください。（ビブス可） 

 

（５） マスターズ特別ルールの為、クイックスタートを禁止し、試合中にペナルティ、退

場、けが人等があった場合もタイムストップはありません。 

 

（６）  順位決定の試合で同点により終了した場合は、じゃんけんによる勝敗で決定します。 

 

（７）  今大会チーム集合写真、試合中の写真等を委託し、マスターズハンドボールの普及 

活動の一環としてＳＮＳ等への投稿をしますが、投稿への協力を辞退されるチームに 

ついては、申込書の「投稿辞退」欄にチェックをお願いします。 

  

（８） ピアス・ネックレスの装着につきましては、危険が伴いますので非装着にての参加に 

ご協力をお願いします。 

  

（９） 各体育館のごみ箱は使用できませんので各自で責任をもってお持ち帰りください。 

    体育館内で購入した飲料水等につきましてもご協力をお願いします。 

    今後、体育館の使用が困難になる場合がありますのでご協力をお願いします。 

 

（10）各体育館の下駄箱は、参加者、関係者、見学者を含めすべての方の使用を下駄箱の数 

に限りがあるためと盗難防止の措置から禁止とさせていただきます。各自でビニール 

袋等を用意していただき観客席等において管理をお願いします。 

 

（11） ※ 注意事項 

     今年度からマスターズ登録については、原則、各自で 

（公財）日本ハンドボール協会の「ＭＹ ＨＡＮＤＢＡＬＬ」からマスターズ登録 

をして参加してください。 

登録方法等詳細については、（公財）日本ハンドボール協会に問合わせをお願いし

ます。 
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＜大会趣旨の徹底＞ 
 第２３回豊田大会から大会趣旨を変更しました。これまでの基本理念を継承（続）する 

一方、次の二点を強調し、参加者に理解と同意を求めます。 

①  参加者にそれぞれの役割の責任を果たしてください。 

②  寛大な精神を持って大会に臨み、楽しんでください。 

それに伴い、第８項 参加資格にも新しい文言を加えましたので、ご理解とご協力を宜

しくお願いいたします。 

 

 

＜年齢区分＞ 
これまでも年齢区分の金色短パン、銀色短パンを着用してきましたが中途半端で、余り

効果が認められませんでした。そこでこれまでの区分を改め、新しい大会趣旨及び参加資

格からベテラン参加者の年齢区分を表すパンツの色を二段階にしました。 

①  60 歳以上の参加者・・・・金色の短パンツ 

②  70 歳以上の参加者・・・・紫色の短パンツ 

このように年齢区分を明確にして、60 歳以上のベテラン参加者に敬意を持っ

て交流をして頂けるように配慮しました。 

 

更に男子 80 歳以上、女子 70 歳以上の参加者にはレインボウカラーのベスト

を着用して頂き、この方たちには「敬意を持って対応し、対人的反則をしては

ならない」というマスターズ特別ルールを設けます。レインボウカラーのベス

トはネーム入りで贈呈いたします。 

※ チームの事情等により、指定のパンツの着用ない場合については、通常の参加者

との区別がつかないため、マスターズ特別ルールの適用外とします。 

大会趣旨及び参加資格を徹底することにより、特にベテラン参加者の方たちにも末永く

ハンドボールを楽しんで頂きたいと考えております。 

以上の点につきましてご理解くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 


